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エピモダニズムの時代に  
　「現在」に名前をつけることは常に難しい。
「ポスト  post」という解決策が長らく主流であっ
たが，「ポスト性」自体にも「その後」がありうる
という事実を曖昧にしてきた。しかし現在はいまだ
に「ポストモダン」だろうか？

　この講演では，驚くべき豊かさと複雑さを持つ別
の接頭辞「エピ  epi」を用い，この「ポスト性」を
乗り越えることを提案する。「エピモダニズム」
は，ポストモダン批判を再加工し，あらゆるポスト
アイロニーを込め，新たな関わり方への野心を再起
動することによって，モダニズムの遺産に対し６つ
の異なる関係を築くことになる。

　私がこんにちの文学において  Princip Principle
と呼んでいるものについて，ボスニア系フランス在
住作家ヴェリボル・チョリッチ（ Velibor Čolić ,
1964- ）などを例に論じてみたい。



【講演者】エマニュエル・ブジュ（ P r o f .  E m m a n u e l  B O U J U）
比 較 文 学 者 。 パ リ 第 3 大 学 （ U n i v e r s i t é  S o r b o n n e  N o u v e l l e ） 教 授 ・ 比 較 学
研 究 セ ン タ ー （ C E R C ） 所 長 ， フ ラ ンス 大 学 学 院 名 誉 上 級 会 員 。 イ ン ディ アナ 大 学
ブ ル ー ミ ン ト ン 校 お よ び ハ ー ヴ ァ ー ド 大 学 客 員 教 授 。 近 年 の 代 表 的 著 書 と し て
É p i m o d e r n e s .  N o u v e l l e s  «  l e ç o n s  a m é r i c a i n e s  »  s u r  l ’ a c t u a l i t é
d u  r o m a n （ C o d i c i l l e ,  2 0 2 0 ） お よ び そ の 英 語 版  E p i m o d e r n i s m .  S i x
M e m o s  f o r  L i t e r a t u r e  T o d a y （ P a l g r a v e - M a c M i l l a n ,  2 0 2 3）ほか多数。

【日仏通訳者】三浦  信孝（ P r o f .  N o b u t a k a  M I U R A）
フ ラ ン ス 文 学 者 ・ 通 訳 者 。 中 央 大 学 名 誉 教 授 ， 日 仏 会 館 顧 問 。 元 ・ 日 本 フ ラ ン ス
語 教 育 学 会 会 長 。 著 書 『 現 代 フ ラ ンス を 読 む  共 和 国 ・ 多 文 化 主 義 ・ ク レ オ ー ル 』
（ 大 修 館 書 店 ,  2 0 0 2 ）， 共 編 著 『 ト ク ヴ ィ ル と デ モ ク ラシ ー の 現 在 』（ 東 京 大 学 出
版 会 ,  2 0 0 9 ）， 共 訳 書 『 実 践 理 性  行 動 の 理 論 に つ いて 』（ P ・ ブ ル デ ュ ー 著 ,  藤 原
書店 ,  2 0 0 7）ほか多数。

カ フ カ や カ ル ヴ ィ ーノ ， ベ ン ヤ ミ ン， ド ゥ ル ーズ を 土 台 に，
E ・ ブ ジュ は 現 代 作 家 た ち の 間 を 自 由 に 動 き 回 り，「 文 学 と 芸
術 の 非 連 続 性 に 対 す る 新 た な 一 貫 性 」 の 中 で， モ ダ ニ ズ ム の
主 題 と 比 喩 の 複 雑 な 再 活 性 化 を 探 って い る 。 強 烈 で あ る と 同
時 に 遊 び 心 に 満 ち た エ ピ モ ダ ニ ズ ム は ， こ ん に ち の ナ ラ ティ
ヴ研究に新たな息吹を吹き込んでいる。

ー D・ダムロッシュ
（比較文学者，ハーヴァード大学）

エ ピ は 「 表 面 」「 共 に 」「 間 で 」 を 表 す 接 頭 辞 だ が， こ こ で は
後 期 資 本 主 義 の 解 体 に よ り 疲 弊 し た 「 イズ ム 」 や 「 ポ ス ト 」
を 回 避 す る 文 芸 批 評 の 語 彙 と し て， 大 胆 か つ 興 味 深 い 方 法 で
用 い ら れ て い る 。 真 の 比 較 文 学 者 で あ る E ・ ブ ジュ は 6 つ の
「 メ モ 」 を 提 供 し ， そ の 各 々 が 複 数 の 言 語 ， 伝 統 ， 文 化 遺 産
を 横 断 す る 文 学 的 な エ ピ 現 象 を 描 く 。 カ フ カ の K の 音 価 か ら
現 代 の メ タ ナ ラ ティ ヴ に お け る 暗 号 通 貨 や 自 動 操 縦 装 置 に 至
る ま で， エ ピ モ ダ ニ ズ ム は こ れ ま で 未 知 で あ り 未 公 認 で あ っ
た美学的なミクロ世界の脇道を探究する。

ー E・アプター
（仏文学者・比較文学者，ニューヨーク大学）
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【 交 通 案 内 】
・ J R 山 手 線 高 田 馬 場 駅 　 徒 歩 2 0 分
・ 西 武 新 宿 線 高 田 馬 場 駅 　 徒 歩 2 0 分
・ 東 京 メ ト ロ 東 西 線 早 稲 田 駅 　 徒 歩 1 0 分
・ 都 電 荒 川 線 早 稲 田 駅 　 徒 歩 5 分
・ 都 営 バ ス [ 学 ０ ２ ] 早 大 正 門 行 き
　  西 早 稲 田 バ ス 停 　 徒 歩 5 分


